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研究成果の概要（和文）：職場においては、対人援助職を中心にポジティブメンタルヘルス研修を実施し、プロ
グラムの精査を行い（土井、2016）、フォーカシングがポジティブ・アプローチに有効であるという結果を得た
(Doi, 2017)。実施にあたってのノウハウやコツをまとめ、学会で発表を行い、現場に還元するためのワークシ
ョップを実施した（土井、2017、Doi, 2019a & Doi, 2019b)。教育現場においては、大学でポジティブ・アプロ
ーチを取り入れた授業を実施した。日本においてポジティブ・アプローチを展開する意義や、プログラムにフォ
ーカシングを活用する方法などを包括的にまとめた(Doi, in press）。

研究成果の概要（英文）：Workshops for promoting positive mental health were offered to helping 
professionals working in companies, and the result showed that Focusing is effective in the 
enhancement of positive mental health (Doi, 2017). The detailed program design and how to facilitate
 the workshops were presented and workshops were given to helping professionals so that they can 
lead the in-house positive mental health promotion（Doi, 2017、Doi, 2019a & Doi, 2019b). The 
positive mental health approach was also included in the seminars and classes in the universities 
where the researchers belong, and gained good feedback from the students. The whole research 
results, the effectiveness of Focusing for positive mental health, the detailed program contents and
 how to facilitate the workshops are now in press (Doi, in press).
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、ストレスマネジメントなどの従来型のメンタルヘルスへのアプローチだけでは不充分であるとの視点か
ら、「ポジティブメンタルヘルス」という概念が提唱唱されてきた。本研究では、フォーカシングを活用し、大
学生、労働者、特に現場でメンタルヘルス関連業務に従事する対人援助職のための具体的なプログラムを提示
し、さらにプログラム立案の方法、安全にプログラムを遂行するためのファシリテーションのノウハウという現
場の実情に即した実践的な成果を提示した。また、これらの成果を英語でも書籍として公刊することにより、国
内のみならず国際社会でのポジティブメンタルヘルス推進に貢献することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

（１）社会におけるメンタルケアの必要性 

近年、社会においてはメンタル不調の防止が大きな課題となっている。「労働者の心の健康の
保持増進のための指針」（2006）においては 4 つのケアが推奨され、また改正労働安全衛生法に
より労働者 50 名以上の事業場では 2015 年 12 月から企業でのストレスチェックが義務化され
るなど、職場のメンタルケアの重要性に注目が集まっている。従来のメンタルヘルスケアは、セ
ルフケア、ラインケアともにいかにマイナスを減らすか、という視点で行われてきた。また多く
の研修は知識伝達型である。しかし、これまで多くのメンタルヘルス研修を実施してきた経験か
ら、知識の伝達だけでは参加者が受け身になりがちで、効果が持続しない（土井、2014）ことが
課題であった。また厳しい社会情勢のもとで、従来のストレスマネジメント中心の研修には限界
がある（土井、2014）。研究代表者は、これまで平成 23 年度基盤 C（フォーカシングとグルー
プアプローチを活用した対人援助職支援の研究）において、講義形式よりもフォーカシング
（Gendlin, 1981）などのワークを取り入れた「体験型」研修が有効であり、「強み」に着目する
エンパワメントが効果的であるという結果を得ている（土井、2014）。メンタル不調に限定せず、
全員がより元気になることを目標とした研修は、参加者の積極性を引き出し、自信とやる気を生
み、組織の活性化につなげることができた。 

 

（２）ポジティブメンタルヘルスという新しい視点 

一方で、エンパワメントを主眼とした、すべての個人が強みや持ち味を発揮できるよう支援し、
組織の活性化を図る「ポジティブメンタルヘルス」（島津、2011）が注目されている。ポジティ
ブメンタルヘルスについては、質問紙などによる実証研究が積み重ねられている。実践面では、
ＪＵＫＩ、富士通、JR 西日本ほかの取り組み事例があるが（「メンドミ」プロジェクト、「ぐっ
ジョブカード」の導入、社員表彰制度、等）、企業での単独の取り組みにすぎず、どのような実
践が効果的かという介入研究はまだ少ない（川上、2014；島津、2015）。メンタルケアにポジテ
ィブメンタルヘルスの概念を導入することで、より参加者の意欲とやる気を引き出すプログラ
ムを作成することができることが期待された。 

 

（３）フォーカシングの有用性 

 土井（2014）では、高いフォーカシング的態度（福
盛・森川、2003）を有する人は低い人に比べ、職場
満足度が有意に高く、有意にストレスが低く、より
ソーシャルサポートを自覚しており、より適切なコ
ーピング方略を採用しているなど、フォーカシング
的態度を身につけることが職場のメンタルヘルス
にとって有効であることが示された。表 1 にフォー
カシング的態度の高群・低群において、メンタルヘ
ルスに差があるかどうかを調査した結果を示す。ま
た、フォーカシングをベースとした体験型プログラ
ムを組み込むことが、参加者の意欲を引き出し、当
事者性を持って主体的に研修に参加できるように
なることも示されている（土井、2014）。また本来、
フォーカシングは自分自身をケアし、より自分らし
く生きていけることを可能にする手法でもあるた
め、フォーカシングをポジティブメンタルヘルス促
進のためのワークとして活用することが有効であ
ると考えられた。 

 

 

２．研究の目的 

本研究では、個人の強みや資源を最大限に活かす
ことを目的としたポジティブメンタルヘルスを推
進するための実践的研修プログラムの策定・実施・
効果検証を行うこととした。また、当プログラムを
受講した参加者（主に企業に勤務する対人援助職）
が、所属する各職場（企業・組織等）で申請者らの
フォローを受けながら活動を継続・推進していくこ
とのできる包括的な支援の仕組みを構築すること
とした。ポジティブメンタルヘルスの普及により、
個人・組織のエンパワメントを向上させ、社会全体
が活力を取り戻すことに寄与したいと考えた。ま
た、本プログラムをベースに、大学生向けのポジテ
ィブメンタルヘルスを軸とした心理教育プログラ
ムの開発・検証も行い、教育職場に導入することで、学生の主体的な学びの基盤づくりに貢献し
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たいと考えた。 

 

 

３．研究の方法 

(１) 情報の整理と精査 
ポジティブメンタルヘルス研修プログラムの作成にあたっては、文献及び先行研究の精査を

精査する。また、国内外の学会（日本人間性心理学会、The Focusing International Conference、
The Asia Focusing International Conference、British Association for Counselling and 
Psychotherapy 等）においてこれまでの実践を報告し、フィードバックを得た。さらにこれらの
学会において、ポジティブメンタルヘルスに関する研究を行っている国内外研究者と交流し、情
報交換を行う。 
 
(２) プログラムの策定・実施・フィードバックによる改訂 
（1）で得られた知見に基づき、職場を対象としたポジティブメンタルヘルス研修プログラム

を作成し、実施する。対人援助職・産業保健スタッフを対象とするもの、一般社員（新入社員お
よび管理職）を対象とするものの 2 種類を作成し、(独)大阪産業保健総合支援センター、大阪
府、大阪労働局、日本通運(株)、JA 大阪、兵庫県立大学地域ケア開発研究所等の協力を得て実
施し、研修後のアンケート等より得られたフィードバックをもとにプログラムを洗練させる。 
 
（３）プログラムの展開・現場での取り組み支援 
改定したプログラムを対人援助職・産業保健スタッフが現場に持ち帰って実施できるように

なるためには、単なるプログラム構成や使用するワーク・エクササイズをマニュアル化するだけ
でなく、プログラム作成にあたって配慮すべき点、進め方のコツやファシリテーションの方法を
伝える必要がある。各事業場で、それぞれの必要性と現状に応じた研修プログラムを現場で作成
し、実施できるように、プログラム立案・構成・実施のそれぞれについて留意すべき点、配慮事
項などをまとめ、広く職場で展開できるように情報を提供する。 
 
 
４．研究成果 
（１）ポジティブメンタルヘルス研修プログラムの作成と実施 
 研究代表者らがこれまで行ってきた実践を報告し（土井、2016； Doi, 2017a & 2017b）、他の
研究者・実践家からのフィードバックを求め、さらに情報交換を行うなどして国内外の知見を収
集し、検討した。それらを参考にしつつ対人援助職・産業保健スタッフという現場でメンタルケ
アを担当している専門職、また企業の新入社員や管理職など一般向けのポジティブメンタルヘ
ルス研修プログラムを立案し、実施した。 
研修プログラムの実施件数は合計で 36 件、うち対人援助職・産業保健スタッフ対象のものは

24 件、社員・向けのものは 12 件（JA 大阪、日本通運（株）、陸上自衛隊、大学公開講座、市民
講座等）であった。主催者との兼ね合いで、フィードバックのためのアンケートを取れないケー
スもあったが、おおむね参加者からは好意的な反応
が得られた。図 1 に満足度調査結果、図 2 に研修が
どの程度役だったかの「有益さ」についての結果の
例を示す。 
 自由記述では、「元気になれた」、「ポジティブなコ
ミュニケーションの重要性に気づいた」、「今ある資
源を活かすことの重要性が理解できた」など、ポジ
ティブな面に焦点を当てたことに対する好意的な感
想が、どの研修でも多く聞かれた。 
 また多くのメンタルヘルス研修で見られる「知識
伝達型」ではなく、知識を伝えた上で、それを実際
に体験することのできるワークを中心とし
た「体験型」研修として実施したことも、参
加者にとって手応えが感じられる要因にな
ったようであった。 

体験型ワークでは、研究代表者が専門とす
るフォーカシングとグループアプローチ、さ
らに研究分担者が専門とするマインドフル
ネスをベースにエクササイズを組み立てた。
フォーカシングは、安全に自分の気持ちに触
れ、丁寧に扱うことを可能とするため、集合
型の研修であっても安全に勧めることがで
きる。また、マインドフルネスはストレスマネジメントに有効であることが示されているが、（カ
バットジン、2007 他）、それだけでなく「今の自分の状態をあるがままに受け入れる」ことによ
る心の安定をもたらすことができる。これらの技法を組み合わせて実施したところ、もっとグル

図 1 研修満足度 
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図 2 研修の有益さ 



ープワークなどのアウトプットの時間を増やしてほしいという希望が多く見られ、体験型研修
へのニーズは高いことが推測された。これらのフィードバックにもとづき、微調整を行って、ど
のような構成が望ましいかを検討した（土井、2016＆2017c、千葉・土井他、2018）。 
 
（３）現場に持ち帰って使えるようにするための工夫 
 研修の効果が継続するためには、繰り返し学ぶ機会が提供されることが重要である。しかし、
予算や時間の都合上、毎回外部から講師を招聘できるわけではない。また、各事業場には固有の
課題・問題があり、その現場に応じたプログラムの調整が必要である。そのためには、外部講師
に頼り切りになるのではなく、特に現場のメンタルヘルスを担当し、当該事業場の事情に精通し
ている専門職（保健師、看護師、衛生管理者等）が、現場で必要とされているプログラムを作成
し、実施できるようになることが求められる。 
 そのため、2 年目以降は、研修プログラムの実施および改訂に加えて、「社内におけるセルフ
ケア研修のコツ」と題して、どのようにプログラムを作成し、実施するか」という点を主眼とし
た研修も並行して実施した。また、その内容をまとめて国内外の学会で発表した（土井、2017c；
Doi, 2019a & 2019b）。これらの成果をまとめ、書籍の一部として公刊する予定である（Doi, in 
press）。 
 
（４）国内外における位置づけとインパクト 
 ポジティブメンタルヘルスについては様々な知見が積み重ねられているが、実際の研修実施
にあたって、特に集団で体験型研修を行う際の細やかな配慮やファシリテーションの工夫につ
いて記述したものは見当たらない。本研究は、研究代表者らが専門としてきたフォーカシングや
マインドフルネス、さらにはグループに対するファシリテーションスキルを、ポジティブメンタ
ルヘルス研修の実施にあたってどのように使うかという実践的な側面を明らかにすることがで
きたという点で、メンタルヘルス対策に貢献するものであると言えよう。また研究成果を英語で
刊行する機会（Doi, in press）が得られたことは、広く海外にもポジティブメンタルヘルス研
修の日本での実践を紹介し、国際的にもポジティブメンタルヘルスの推進に寄与できると考え
られる。 
 
（５） 今後の展望 
 当初は、職場だけでなく学校現場においてもポジティブメンタルヘルスを展開するためのプ
ログラムを作成する予定であった。しかし、2016 年に研究分担者が、2018 年に研究代表者がそ
れぞれ急遽、海外研究員として 1 年間不在になるという、研究計画を策定した時点では予期しな
かった事情が生じた。そのため、予定していた学校での取り組みを行うことができなかった。今
後は今回の研究成果を踏まえ、教育現場でどのようにプログラムを作成し、展開していくかを検
討していきたい。 
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